




























































































































































































































































































































































































































































































































































 1 FNNの街頭調査では，100人中，賛成88人で反対12人であった。（FNN PRIME 
ホームページ）
 2 本稿での引用は，当該場面に相当するノベライズ版から行うことにする。状況描
写などがより的確に行われているためである。
 3 帯に記された言葉が相河の個性を端的に表現しているので，その他のいくつかも
引用しておく。
　　「生き物のフシギが大好きな主人公が，常識にとらわれない発想で波乱を巻き起
こすコミカル＆ハートフルドラマ」（上巻）「ウサギでもカメでもいい。大事なの
はあなたが“いる”こと。」「誰でもできることは，できてもすごくないんです
か？」「常識，義務感，他人の目……。“普通ではない”主人公が，あなたのココ
ロを自由にする！」（下巻）
 4 横幕智裕（原作）とモリタイシ（作画）による漫画『ラジエーションハウス』
は，『グランドジャンプ』に2015年10月から連載されている。2020年2月現在，
コミック版が第9巻まで発売されている。
 5 原作である漫画版が現在連載中であることから明らかなように，既に最終回を終
えたテレビドラマ版には原作と設定が異なる箇所が多々ある。特に第9話から第
11話（最終話）と特別編は，オリジナルの内容になっている。
 6 番組ホームページでは，五十嵐の人物像について次のように紹介されている。
　　「天才放射線技師　五十嵐唯織　写真には必ず“真実”が写ると信じている放射
線技師，アメリカで最も権威ある放射線科医から認められた後，帰国し，小さい
頃から片思いしている甘春杏（あまかす・あん）が放射線科医として勤務する甘
春総合病院で働き始めることになり，病の“写真家”として，患者の“視えない
病”を診つけ出し，命を次々と救っていく。」
 7 原作では，病院を継ぐことになっていたにも関わらず他界してしまうのは杏の弟
66 城西大学語学教育センター研究年報　第１２号
である（姉弟の二人っ子である）。ドラマ化にあたっては，兄という設定（兄妹
の二人っ子）のほうがより現実的であると考えられたのではないだろうか。つま
り性別に基づく相続ではなく，年長者が家を継ぐという一般的に受け入れられや
すそうな設定に変更されたのだろう。
 8 水本が「仕事，がんばってたのは，自分に自信がないから」（下巻150頁）と語る
場面がある。また甘春の場合は，番組ホームページの人物紹介に「真面目でプラ
イドも人一倍高い性格だが，実のところ自分にまったく自信がない」と記されて
いる。
 9 この引用箇所では，必要のない部分を一部省略している。
10 より正確に言うなら，体裁の良い理由で処分を求めることができなくなった大学
病院側は，体面を気にすることなく本性を露にしたと言うべきだろう。
11 価値観の変容のみに働き方改革を委ねることが危険なことは，十分に承知してい
る。なぜならそれは「ブラック企業」の論理に通じるからだ。しかし価値観の変
容を伴わない働き方改革は，結局のところ，改革を必要とする人々に何のメリッ
トも生み出さないだけではなく，むしろそれに乗じることができない人々を疎外
する社会を形成する可能性が高いことに意識的である必要があると考えている。
そして今日の日本社会は，後者になっているように思われる。
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